
8  1別  使用  供血舌  一 血   

■   8   

患   
名   原疾   感 染 症   投与 年月  投与前捜査  投与後捜査（年月）  日赤投与前  8蒜投与後  受血書個  ＃血書  併用  ■考  

敵   ；ギ   

1乃（H8■  

抗体およ  
Hl】咄◆）  H8V－叫◆）  俣t牡  ぴI匂○抗  

才一 ○知   （∞／明）  嘲◆）  個日本  
H8V・・DN∧（◆）  血■）  

匹 1  Ht】t】項◆）  Itk■以◆）  5ヰ位     体■性 で、蓋縫 l■血時に  
（¢朋）  （09／10）   おいても  

そうで  
あった．）   

H8軸（う  
2之／◆頭2l  

H8鵬－）  
人l士118V  

輔ま結人血  H8db（一1  関連検査  
佃  
人血小板皇躍  （09′02〉  保℡檎  l蔓性．1人 は†tli抗  
一■…・＝ 射）   HB叫（－）  体伯二t  体のみF■  

（09／【嶋）   三日董中  H8V膿ま檎壬    につい  ▲識        性であ   
H8叫（◆）  重査中  

㌫    禁ヲ 20          男  丁 0  書覆  8 型 肝 炎  ∞ノ℃ 2  H8■血（」  
－－ ■ －  て日日V一  ほ1拉  

2  
H8Jt（－）  

NAT実  2（l嵐位  リ．当該 ▲血暗は H85抗体  
人妻血球羞犀  

H8db（一〉  
撫子定  

濃（放射線6  
H8db（▲）  

およぴ  
書lトu  

Wl18州◆）  
H8ぢ抗体  

（09ハり  
l■性で  

あった．）   

供血舌  
先島及  

同供春賀剤 ユさ▼  

機体（抗 原．抗 体．、  
NAT〉   

5木の＃熱血欺をポ 遁．  

却本の原料血策J  
本の♯僻ま給血精一  
LR、22本の赤血ヰ   
長尾濃－しRをt造．  

原料血欒は、2ホ止  
保済みで、t8本ま用  
済み．   
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供血舌  
発遡及  

患   製剤任用※  転帰  
丹  8 赤  歳別 番号  FAX 受付  報告 受領  一般名       原疾   感 染 症 名  投与 年月  投与前検査  投与後検査（年月）  8赤投与前  日赤投与後  生血香個別  献血者 個別  慧  編考  使用 単位  供血看 再献血  同→供 血者製剤  同一供血者  感染 症等  転帰    の場合 の供血 者保管  供血舌先適 及の場合の   

体、  
N∧丁）   

⇔血によるHCV感染報告例（疑い例       を含む。）  

供血春陽仕手例  

（該当例なし）  

尾転事例  

人霹血ヰ羞層  原料血酎ま全  
HCV一付疇〟◆）  HCV一別叫－）  保管檎 体丁本  

ほ1位  5／7（HCV 関連捜査  5真の原料血策、2 本の捕ま給血角ト   て使用済み． 新鮮凍結血緊  lt  不同復  
（（帽／06）  l■性（持血壌）    全部   陰性）  しRを製造．  1R 療■闇へ供給  

㌫  ㈱丁  aX怜 朋 5  2∝〉9 ／l／9   拙II書艮 札H＿R  男  6 0  血ヒ 蕃疾 1  C 型 拝 炎  （姶／勺 6  H（：∨－∧山一）   HCVコア～（◆〉  ）   

済ノ■．   

外 盲・  H（：∨」刊∧（◆）  保管捜  
l本の原熱血敦を墨  

○  2豊位  0／t   造原割血弊は確保  l■  乗回壇  

㌫  ∧一 仙！  票  票 2  人赤血球温厚  男  8     整形  C 型 肝 炎  09／n 】  HCV」山 的疾 農     （ね′○り   

済み．   

HCV一項」  
HCV側▲）  こ  

2本の原料血蒙書鐘  

3－ 四 2  A－  湖○ ′∽  珊 四 2  人赤血球耕 兼用けl♯痩 Il）1月    丁 0  生貫 ●■ 貞  C 型 肝 欺  ∞／D 2  l†eVコア～ 姐 （09／02）   （09／位） 目的ア～（＋） （09′05） HCVコア～（十）  

l旦位  0／2   造．慮料血農は全て  集t 薫  未回社  

HCVJ山一） （OI／明）  （輸血後）  ‡∴ ニ 確保済み．  

00′（絶l  
ー  

HCV■b（－）  保t檎  原料血欺はま  
t伽V  l羊の盾網血策、l本   用済み．珊   
l旦位         1■  軽快  

′8′2 9  票   ㌫  人－  珊      人赤血球皇犀    丁 ○  テ一ニー 患  C 型 肝 炎  ノⅦ l  HCV一州－）   肌）  HCV一付l〟－） －  HCY一叫◆）  …血罰）   体王事                       四 l     液（放射さ照 射）一Ut       （OT′lか  HCVJb（▲） （0，′吐）  （00ノ／○り  HCV－▲以◆〉 （09／○刀  特性（l白血畿〉  全＃  陰性）   は匿■t策へ  
供脚，   
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＋
 
レ
 
 
 

供血雇  
先遭及 

臼  九別  の場合 の供血  供血者貴慮   
書号   日   
号  分  曙疾 虚  日 染 症 名  投与 年月  投与舵機壬  投与礁検壬（年月）  日赤投与    jた■  ＃血着  併用  中寺  使用  供血者  感染  転帰  

検（抗 原、抗  
体、  
M人T）   

HCVJb（り  
侵t穐  

：卜  恨＊  

四 1  ∧－  訝 4  票 丁  人需▲ヰ▲書 濃（緻II■痛 射）1月  よ  5 ○   
甘・  

＿  ＝∴ニ 陰性）   

■暮色  l／抑CV    2豪の押角血欺をt 造．  原＃血鮒土優 用諌み．  tt  乗回膚  
泌展  HCV－∧以◆）  l廿l∧（－〉  

鼻翼  （09／栃）  

疾1   

2本の原料血疑、‘本  

保t檎  の輔凛飴血簾－  
C  HCV－RN〟◆）  2′l裾  

811p 厚濠1Rを＃遣．蘇  
HCV 18単位   ∨関連檎  忘 聞丁  A－ 0 ∝け  諾 20  2㈱ ハ○／ ユ0  簡Ilよ緒人血 頼 入幕血球i犀    6 0  i■ 瘍   璧 肝 炎  （冷／P 9 09／／0 ，  HCV－∧山一） （09／ロ9】   HCV－一人b（◆〉 （【けハの  一叫」 （W09）  HCV瑚＋】 HeVJ武◆）  陰㈹血前） l■性（l合血壕〉   体l妹 全鯵  人血 漬7 ルブミ ン  ，  ル ヒー・ル  

ま 
1月は全て■良済  
一み．   

外  HCV－∧b（◆）  

保t故  
㌫  HCV■叫十）  体3本  3本の原料血弊を製  

」以◆〉  01位  0／3   造．原料血策は、ナ  
（00′lO）   

t■  8快  
ぺて社民凍み．  

007 丁   〉  
（09′Hい  

HCVコア人事（－）  

（○，′ぬ）  

HCVコア～（－）  
（㈹′OT〉  ポ僻ま結血糖  

HCVr∧以－）  保管檎  1Rは全て匿  

：卜  
体3本  

HCV一肌〟」 HCV 
2真の原料血震．1  

11位  0′3   本の新鮮凍結血＃ト  
LRを出違．∬科血凛  

五 l  A－  田 l  田 20  人さ血ヰ頴l■ 蔵（畿II■霞    l ○  その 他の  C 型 肝 炎  ∞／Ⅶ j   （∞／Ot） HCVT7A書  

H8VJb（◆）  
は．】本ヰ俣動．   

）  

（○，′tO）  
は、l本使用嘩  

HCV一円MA（◆）  
■杜－   

g血叩01b  
（P9ハ○）   
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供血扁  
発遡及  

6 赤  ∴・▲  

の場合 の供血  
番号   
日   》    原疾 息  感 染 症 名  投与 年月  投与前後董  投与後検査（年月）  8赤絵与前  8赤投与壌 検査  受血書個別 N∧T  既着  ⊆」＝＝ 血液  備考  使用 単位 数  供血看 再紺血 ※  同一供血者製剤  同一供血看  感染 症等  転帰      者保管  供血舌先濃 及の犠含の 供血書換   生井l使用※  転帰   検体（抗 原、抗  

体、  
N∧丁）  

輸血後NATで嘩性又は輸血前後で曝  

肪／○ gト  保t検  

l■せ   1本d原料血欺卓t  
／3   造質料血はす′く  算暮 t  不明  3－  ∧一 8  田 ‡8．  ㌍ 8  人さ▲ヰ膚月 濠（鰍射書慮    丁 ○  消化 ≠睦  C 型 肝 炎    09／l   

l  
CV収   て確保済み．   

減1只  付根－）  

I   

HCVJb（－〉  

（朋′糾〉  

HCVlb（－）  

（09／眈）  

良書檎  
3－  ∧一  3′如V 調機  古本の原料血欺宣製  

HCVl叫◆〉  HCVイ■l〟▲）  仙Ii血静）  鳩位   速靂   造．よ＃血策はl★  1   暮  東国慎  
匹   5  炎   HCV－■わ（十）  

片性〉  嘩良済Jh   

（○，′川）  
）  

Hα■■l〟＋）  

○，′l0l   

保管機  l本の願料血薮、2ホ  
3－    珊 ／    人需血】雫i書    5  ■■ 痍  ¢ 型  の紺轟結血賢一－l＿   

8蔓性  0′ユ     料  tt ■  軽快  

析出結血敗は、  
肝 貞  （泊／q l   てl■免責み．   

■転乗確艶事例  

20本の席料血欺、2  
人血小鴨ま貴  二 本の新旧鐘血離一  

3－  C  ・  ほ／2式日C  

実鈷予定   ㌘ 2叫位   V蝿遷捜 豪農性）  

○    鋤 ／11／ け  美   －t用まナノこてヰ保よ   

■l〉1＿R  

HCVコア～M 
傑t穐  ○本の慮料血象、8  

18■位  

敵中  α■■輸暮 実七千羞▲  位 川■  Iハ袖tC しこ  

鱒    二l‘  軌．  ；ト l    喪 カ    人血 人▲■艦■■ 知 人●■ヰ▲■ 濃・1月．    t ○  ＝ 量  C 髪 肝 鼻  ／○  GV■」貞一〉 ㈹爬）  ‘ ヨ HGVイ鵬叫 …仙 lO）  準中  ▲  

ク慮  ′   



着  
莞遭及  

8 註  ▲別  

雷号        一般名  
の場合 の供血  供血舌先膚   

日   使用  供血眉  同一供血者製剤  同一供血者  感染 症等 転帰  転帰  
原疾 患  感 染 症 名  投与 年月  投与前捜査  投与徒捜査（年月）  8赤投与前  8赤投与t  生血香個別  正血書  詔 製刑 等  編考  著保t 桟件（抗 原．抗  

体、  

一皿こよる川Ⅳ  靂  史  王」：＝  1■以  砕い  を含む．】  
凡人T）   

（駄  当例なし）  l  l  l  l  l  】  

■血lこよる欄  ■  零霞  染】牡  青  tl■し  ヽtR声耽】  

牡饗薬：艶血  

8．98日の霹  
死亡  

村木血拝呈犀  
蔵1托ユ本）  

患者は  
輸血縛了翌日・  09年5月  

敗血虚性シュツク彙  露■■叫にて  
丁日、敗  
血虚、  

DICにて  

死亡と  
本綱の  
因果騨  
係なし  
（担当医  

の1  
見）．  

重暮  末宿壇  

27  

同一採血番号の  
血策（一本）による  

九蘭笈験去実  
輸血轄丁讃）分緩に  

39．6℃の発】塾、咽鎖  
人血小振皇躍  ■あり．  鋼速換董実施。  絶疑藁：級血  

亀有血液培養から  2日8の艮射  l本の原料  

3一 ○餅） くン方 3  人－ 0051  謂  ヲ課 さ   蔵（放射ヰ霞 射）    5 ○  Fニキ  細 ■ 虚 染  09／U 丁  レンサ球菌（十）検  

呈犀血小f（t  

出、モの捜  本）   済み．   

■▲▼●●▲r－  

on止bと同定．  

掛Iul抗体払董 
クラス1抗体l■性  

クラス∬抗体I■性  

供血舌  
梵遡及  

血＝   

製剤使用薫   
体、  
N∧T）   

原料  
料血  芥重 t  回復  

料血策を髭  
料血  重上  軽快  

28   



■■  
li．」  

供血者  
二…・  

8 赤  四  の場合 の供血  供血春先覇 乱の場合の   

■   8   日  －■名  ざ・：ニ   ■   
原痍 亀  ■ 染 丘 名  鹿与 年月  ■一一「＝  投与畿檎董（年月）  日赤投与前  日赤投与徒  生血書個別  雛血鳶   ？∴＝  傭考  票   供血著  同一供血者製剤  同一供血者  感染  転帰  

転帰   ＝ 
暦．抗  
体、   
ll∧T）  

血書血濃ヰt  
l＝より■出き  

投与中上の義事1  
れた■■モ丘  

¶t．象で■■糧暮鼠  
■■Mより入  

l■叡■■s－l・■d●  手し、l■■れ  

定蝕を実篤  
宅．投与中止の毒  したところ  

輸血欄此lO分優に  ミb鵬  

1暮・t仕・■気・書  
★▲《l洞○叫  

打間∩義が  
■讐  
18P叩台  （セグメントチ▲－プ  

同定された．  

仕1q■／山下）  
1書および彗  

！わ○～71■  
洩製鋼より印  

㌫ （鞘  ショック鴫のエンドト  重された二つ  1本の原料血欺を製  

虚  キシシ乃7ヱ■■／爪L  

5   

こIlナ  の■聴こつい  
てパルス  

■竃  軽快  
乗   β－Dグル九ンt＆l  済み．  

暮■■性．  フィールドt  

ML ■書血漕♯暮より  気象■を行  
い、その斗伝  

ふ椚蘭山川叫代■■㈹  暮靂▲性■l♯■■  
手♯♯／くクー  

岨稟■  ンより二者が  
抗▲すタン′くクー坑  同一の缶瞳で  
槻：良一l  あることを■  
▲サタンバクt欠れ  捜した．  

檎暮こ欠■なし．   

暮縫■：蜂血l  

日Eの照射▲  
■血小t（l事   

サ  
イ  
ト  
メ  

侵t払 体2本  

㌫   W十q〝・■血ト〉  
全線  

1ボー一朝VJ扉▲）  
2本の＃♯血策を■  

（○書／鴨）  

鶏糞なし     ㌫＿  

叫一〉  丑僅凍み  七■  乗回往  
四 5   

ル  
ス  」∧  
醜  b（＋）   

血小f製｛書血，鴫  
Mt、恭■．■血杓 之柵攻  
8¶鳳l℃  

仙  空日、澹血ヰ榊 輸血約l鴫¶せ  ★仕業：揉血◆  

日日のi躍」血  
l本の廉料血軟、l本  

8一 ○如   8T3I．0℃  
の柵ま給血策  

〃ヽキ（l．t）  

匹 ¢  八 帥にで実篤の慮 看血j薇より 

揉血118日の  慮保済み．新≠よ綜  兼1 薫  回牧  

， 血れ■与  
蒜血塩書液  
1員（一本）   

血無－LRは確保済  

血策タン′くクー欠  
み．  

ー■と S刷○咽  

叩由一M細i■を同定．   

供血者  
■・と  

日  鼠別  
番号   日   単位 歎   
号  男   原疾 患  虚 染 症 名  投与 年月  与 検査  投与後検査（年月）  日赤投与前  8赤投与鎗  受血看個闇  ＝＝ 個別 N人T  誓 製鋼 等  ¢考   使用    供血者  同一供血者製剤  同一供血者  感染 症等 転帰  転帰    の増台 の供血  供血着発義 及の場合の   

体、  
N▲T）   

さ▲ヰ榊l■位投与  

■紳  ■1つ丁．1℃．P7●．  死亡  
仰ハ拍  
叫■■■ん，■  
■  

血書は  
09年l月  

杓u鵬憫膿   

m代  さちに■叫肋●  
9日、  
て  

傲投与  ★‖こて■書檜義  
仰同線  

牡疑藁＝揉血  2本の慮料血策を＃  ニ・こ⊥′  
8T調ば℃  tL  
！白．下■・■上さ  

l08自の犀Il  
㌫ 四  赤血球il液  

鶉レJ【ルー下、  
囁良済み  ‡  

丁  ∝帽7   q   4   他の ま魚   椚丁乃2と鮭下．■E  
1R（2本）   木調の  

鏑■繊●．暮＃レ′くル ■  
由江性  
はない  

改曽騨●l／】け ■虎暮■レベル■下，  とはい  
椰止．心■止．  えない  
○にlこて■■た亡  1＝‥－  

院内にて軸の▲書▲  の見  
裁上りグラム■性■●  ＃〉．  

■モR夏．   

犠牲ホ：揉血  

lO日、I18日  
の丑挿J■ヰ  
ま削（2  

■血義、1霊と集■  本）  

あり．島内にて稟▲  】■査結果を受  妹の原料血祭をt  
の1書血慮より  t†て担う匿よ  ■1  蛙快  

8   

；ト 血   人－  慧 5  票 8  人手血ヰi犀 榊虞 射）1月    一芸芸 ▲  書 ■ 点 染  ／○ l  S伽  りrI■薗¢彙と  確保済み．  

■げ●リー圭角圭した．■   ■血血液との 
餞よ綱僕はな  
いと考えるjと  

のコメントが縛  
られた．   

保t捜  
体l本 

彙  ト  l真の書♯▲★二l  書換体の溢  
l刷－）  こ廿・≡＝1几  

l小l・8川一鵬（◆）  坤＝＝血H ■¢・■11∧以◆）  
．■拉     リ＝・ 、・∴＝」J∴■ 瞳最済み．岨艦  についてl土、  

1－ ∝汀  ∧一  珊 服 ■  諾 2  人妻▲ヰ■書 廿）1月    ■t 耶て二 ○罫纂  （OI朋）  

l●  
血餌は■聯   暮▲  00朋〉   

ヰ  叫  愚書機麟と81 ○ロH鵬保    血t▲印 1∝鵬性 のため鮫で  

■   優t牡  
さす． 

ヰl本：  
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日 弄  1別  使用  供血舌   
■号   8   

号  
検査  捜査 ．  N∧T   

名   原疾 象  感 染 症   投与 年月  投与前横董  投与後検壬く年月）  日赤投与前  8赤投与換  受血者留別  t血者  慧  傷考      同一供血著   

蜘分徽  
8T3丁二ぎ℃  

8Plt汚／加  

I8l、慕雫あり・全  

身t怠虚出孤、特  
義甜を実篤、  義明：捷血  I本の折駄粛  

…≡此▲・   1月を製造．1   

0！旧   3－   ▲－ 00†l  票 4  諾 2  人素血球主厚 濠（放射牡霞    8 0  消化 讐■  ll ■ 慮 染  OI／○ l  T溺∫b 8Pl08／部       血中止 2頭巾墟   2皐位  
日p152／加  1R（1本）  
P00  抗血難タンパク賓  

一み．   

掟内にて実施の患  
看血鷹培壬よリ  
〔dtl血chr  

db■C■●を同定   

⇔血杓脚分後に暴  
寒・l札像、疇■∴未  

餞冷ボあり．SpO2  
80一丁仇台、8P乃台  
投与中止．  

釣2時間後8T訓L∬℃  
→317℃  培暮甜を実  被‡l兼：採血3  l真の席料血  

3一 ○∞ 00丁  院内にて実施のま  
梁   者血液埼暮より  

日目の感射畳 慮血小板（1  

2   
本）   済み．   

S廿q眞OGO¢Gu●  

叫■b血を檎出．  
l完内にて稟鳥の当  

三貴p薫l血液培養より  

S廿巾血＝朋  
■■■旭泄を嶺出。   

被疑藁：艶血  

投与中止の当該  l：1日日の綬Il  

蒜血球塁手渡  
輸血1噌†Ⅶ半後 B耽○℃  1月（1本）  

2時間半t  
調査結果を受  

日T39此  
けて担当医よ  

3－ 0脚 007  

1★の原料血  
りI一作用・虚  

ユ   患？   院内にて愚書血液 埼♯実施 梁蛙と輸血用  済み．   

． l主性  血液とのr困  

血弊タン′くク貫欠  果関係なしと  
檎捜査：R†生  

考えるjとのコ  

メントが得られ  
た．   

供血著  
兜凛及  

同一供血舌襲荊  同一供血舌  感染   
正使※  症等 転帰  転帰    の場合 の供血 寺保管 検体（抗 原、抗  

体、  
NAT）   

I本の輔よ給血策  
1LRを製造．捕ま  
結血策－1月は  丼重 暮  回復  
み．  

医療t弾こおい  

て♯出された声i  

著の■穐を入手  
し、一つの書牡  

（■己■■■lこおし 

て当鶴覿★から  
l真の席料血療をt  咄された■  
造．盾料血策  t暮  東国壇  ▲・－‘  
済み．  

出された■撫お  
よび日本妻十手  
杜で∃隷上州か  
らI■出した■撫1  

について轟伝子  
晰亨土市しヽ、  

櫓R性について  

温子定．   

1★の原料血策を製  
造．原料血幣  非董 ■  軽快  
済み．  

使用  供血者   

方  
8 未  識別 番号  F人X＝ 受付  報告 受領 日  一般名      原疾 患  感 染 症 名  投与 年月  投与前捜査  投与後検査（年月）  日赤投与前  日赤投与後  受血看個別  献血者  詔  備考      同一供  番 号   日         年月）   検査  検査  N八丁  個別 NAT  製剤 等   単位 数  再献血 ・冥  確保※   

輸血畿ヱさ分で劃作  
用先攻．慕靂、ふる  

え、韓宣■、鞘 Hわ02班）  

胃・  さらl謙2時間壕  

（8丁38▲℃－◆：柑j℃） 血圧鮭下（llV15 

畿疑藁＝捜血l  
2日日の需血  ・ 

00丁 8   

㌫    八一 ∝け  諾 2l  双三 4  人赤血ヰ姜書 濃1＿只    7 0   泌尿 尊系  

疾患   
－→ 81′∞）  球呈毘漉1＿R  

院内にて実施の慮  （1本〉   

出した。   著血漉せ暮より E∝一肌lヽ■diを檎  

投与中止の当該  
細  38．■℃  製靴本で■鴫培  義甜を実■予  

○   
J－ 匹 9    ㌍ †丁    人血小板乏厚 濃  男  l   血濡 1■   ■ 虚 染  ／t d  胡は℃ 厳W血   脈1幻′巾h 院内にて実施の鼻 者血濠培養よりゲラ  

羞躍血小板   
ムは性縛鎗を娩出．  

捜血28目の   l叫位    二三－－  

供血寺  
発遜及  

血書製剤  同一供血香 製剤使用滋  感染 症零  
転帰   検体（抗  

原、抗  
体、  
唱†？   

傭凍結血弊  
造、鑓保廣  1暮  軽快  

韻査中  罪量 t  調査中  
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平成21年12月10日開催  
薬事・食品衛生審議会  
運営委員会提出資料  

別紙  

日本赤十字社  

試行的HEV20プールNAT実施状況について  

（輸血後HEV感染の予防対策）  

1．試行的HEV20プールNAT実施状況  

北海道赤十字血液センター管内  

調査期間：平成17年1月1日～平成21年9月30日  

献血者数  HEV－RNA陽性   陽性率  

H17．1～H18．2＊1   341，174  45  1／7，582  

H18．3～H21．9＊2  961，033  115  1／8，357  

合計  1，302，207   160  1／8，139   

＊1北海道センターにてNAT実施（ALT高値、検査不合格検体も含む）   

＊2血妓分画センターにてNAT実施（ALT帯値、検査不合格検体は除く）   

2．HEV－RNA陽性献血者の内訳   

別添  

高
官
e
仰
鯉
曖
く
，
た
ー
＞
山
〓
．
N
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lb＿  採血日  年l‡  性別  ▲LT （ル′U   嘆食歴鍋蓋  遡及対t  

HEV抗体   田  問診 該当 葵1  ：こ′ ▲ ＝二   

供給t綱   受血肴†斉報  

31  仙／01／02  22  F   12  ＋  有  ウシレバー、ウシ精肉   十分加嶺  暮  
32  肋／Ot／伽  88  M   23  ＋  暮  ウシレバー、ブタホルモン、ヒツジ精肉   半生   t  

：打  馴／01ハ3  38  H   l2  
ウマ精肉、不明レバー  

＋  ■   ウシ糟丸ヒツジ精肉  
生  
半生  無  

ウシレバー、ブタ精肉ブタホルモン  十分加傭  
31  2朋／01ハ8  53  M   2ユ8  ＋  ＋  ＋  有  ウシレバー．ウシホルモン   十分加嶺  ■  

35  2（朋／別／t：】  31  川   」u  ＋  有  不明レバー ブ 半生  
タ精肉、ヒツジ精肉  十分加熱  ■  

30  2購／01／り  48  H   2ち  ＋  ■  回答なし  義  
3丁  2（伽′01／25  52  H   25  ＋  徽  不明レバー、ヒツジ精肉   十分加熱  有  輸血後的日現在、HEVマーカーの曝転は見られず追跡調査終7   

：姐  2α）8′Ot′30  39  F   22  ＋  徽  回答なL  暮  
さ，  2（伽′Ot／30  25  M   32  ＋  有  ウシ精肉、ウシホルモン、ブタ精肉   十分九】熟  無  

ウシレバー  
■】  2∝旭／OyO2  39  F   35    ＋  十  有   ウシレバー  

生  

ヒンジ精肉  
半生  暮  
十分加熱  

引  W′02ノ0丁  5丁  M   t3  ＋  無  不明   不明   ■  
42  2000／02ノ℃丁  ヰ○  F   1丁2  十  ＋  ＋  ■  ウシ精肉   十分加熱  ■  

13  2偏／02ハ丁  39  M   28  
イノシシ幕内、ブタ精肉   十  ★  ブタホルモン、ブタレバー．ブタオン、ヒツジ結肉   半生 十分加熱  ■  

11  2㈲／02ノ20  58  M   22  ＋  暮  ヒツジ精肉   十分加熱  暮  
15  2（旧6／02ノ2t  15  M   

3  
＋  ■  ウシ精肉 ブタ精肉、ブタレバー、ヒツジ精肉   半生  十分加熱  ■ 

■l  2∝鳩／Wl刑  イ○  F   15  ＋  暮  回答なし  ■  
4丁  ■ 2008畑ノ竹1  50  F   29  ＋  無  回答なL  ■  
ヰ8  200l′OVO2  54  M   1丁  ＋  十  ＋  暮  ウシ・ブタ（精肉、レバー．ホルモン）、ヒツジ精肉  十分加熱  ■  

49  2∝帽／W2丁  40  F   t2  十  ■  回答なし  無  
50  2砺／04／○】  31   F   tl  十  ／  ヒツジ精肉   半生   無  
引  2（加／…  30  F   t4  ＋  ／  ブタ精肉、不明レバー   十分加熱  無  
52  封X帽／04／12  38  M   45  ＋  十  十  ／  ブタレバー、ウシ精肉、ブタ精肉、ヒツジ精肉  十分加熱  撫  

53  2胴′【H／t8  21   M   28  ＋   ウシ精肉、ウシホルモン  半生  
ウシ精肉、ウシホルモン  十分加熱  無  

5l  2（X総／鵬／22  28  M   】1  ＋  ＋  ＋  ／  回答なし  暮  
55  淵／W20  48  ll   19  十  ブタレバー   半生   ■  
58  2（I）8′05′18  ¢2  M   27  十  ヒツジレバー   十分加熱  ▲  
5？  W／07′α7  17  M   33  ・ト  匝答なし  ★  
58  2購／07／11  34   F   l¢  ＋   ／  回答なし  無  
59  2∝幅／87／t2  2t   F   27  ＋  ／  回答なし  無  
印  獅／0丁／22  49  M   10  ＋  十  ／  ウシ精肉、ブタ精肉、ブタホルモン、ブタレバー  十分加熱  ★  

N0．  採血8  年l毒  性別  ALT qU′U   
問診   喫食歴調麿  遡及対象  

H亡V抗体   蒜   該当 ※1  
供給製剤   受血着信報  

引  2㈹／08′／01  8ヱ  M   t8  十  ／  ブタホルモン、ウシ精肉、ブタ精肉＿ヒツジ精肉  十分加熱  ★  
‘2  2（抑8′09′08  q4   F   14  ＋  嘆食歴なし  ●  

‘3  2∝噂／09／29  88  M   15  ＋  ／  ブタ精肉、ヒツジ精肉   十分加熱  暮   
11  制′†0／21  29  H   22  ＋  不明  無  
85  2tX鳩′lt／19  48  M   58  ＋   ／  ウシ精肉、ブタ精肉   十分加熱  t  

88  2（X沌ハl／23  5ヰ  M   18  十  回答なし  無  
‘7  2胴／12′Ol  ヰユ  H   55  十  ＋  ブタ精肉  十分加熱  ■  
‘8   2∝帽ハ2′04  80  H   18  ▲  十  十  ウシ精肉   十分加熱  ■  
19  200¢／1∽H  1丁  H   40  ＋  ＋  ＋  ウシ精肉、ウシホルモン   十分加熱  ■  
70  2（氾丁／03′Ol  3J  M   ヰ1  ＋  ウシレバー   生   ★  
Tl  200丁′03ハ5  42  H   32  十    ＋   ／  ブタレバー、ブタホルモン   半生   貴l  

丁2  2（氾丁／03／27  55  H   ：IO  十  不明レバー   十分加熱  暮  

丁：）  2007／鋸′07  22  F   9  ＋   ユッケ  生  
ウシホルモン、ヒツジホノレモン  十分加熱  ■  

丁4  2的了／0訂川  4†  F   t5  十  ／  ヒツジ精肉、ブタホルモン   十分加熱  舞  

丁5  2t抑7／05ハ8  40  F   2丁  ＋   ＋  ＋  ブタ生ハム（自棄製〉   半生   宰  
丁¢  2∝け／05／38  33  M   20  ＋  ＋  ヒツジ精肉．ブタホルモン   十分加熱  無  
TT  2∝け／00／22   38  M   20  ＋  ／  ウシ精肉、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

78  2007／鳳／25  45  M   3丁  ＋  ＋  ＋   ブタ精肉  十分加熱 半生  暮  
ヒツジ精肉  

丁9  2（》丁／00／27  3丁  M   18  ＋  ／  ブタ精肉   十分加熱  ■  
∝l  2t氾丁／OT／21  5丁  対   21  十  嘆食歴なし  暮   

81  2tX）丁′OT′29  37  M   48  十   不明レバー、ブタホルモン  十分加熱   ■   
不明レバー、ブタホルモン  半生  

lR  雄丁／0丁／31  ■8  M   罰  十  ／  ブタ栢内、ブタホルモン．ブタレバー   十分加熱  暮  

83  珊丁／WOr  48  H   ユ3  十   ブタ精肉  十分加嶺 生  嚢   
ウシ精肉、ヒツジ領内  半  ／  

糾  2（泊丁パMH  53  ll   28  ＋   ヒツジ精肉  十分加私   ■   
ヒツジ幕内  半生  と   

85  知丁佃′28  50  H   00  ＋   ヒツジ＃肉  
ウシ頼肉   生   

00  瑚丁／ⅦM鮎  ¶  H   29  ＋   ／  喫食歴なし  

書丁  W／09／10  朋  ｝   23  ＋  ／  ウシ精肉、ブタ精肉、ウシホルモン、ブタホルモン  半生   

飴  剃丁／∞／21  5丁  M   l，  ＋  ブタホルモン   

十分加熱   暮  

暮  

★  

十分加熱  ★  
的  加丁／lO佃  59  ■   ミ怜  ＋  ブタレバー．ブタ精肉   分加熱  暮  

竹  珊？／1岬  1，  、u  ＋  ／  喫集塵なし  t  
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～■  採血日  ，年ホ  性別  晶   IだV  喫★歴■暮  」：・、1  

H亡V抗体    剛人  間鯵 抜当 楽1   
供給製鋼   受血書僧欄  

引  紬丁′t㈹  ユ5  H   19  十  ／  ブタ拝肉   十分加島  ■  
，2  珊7′lW18  諏  H t  3l  ＋  ／  ウシ精肉．ブタ精肉、ヒツジ精肉   十分加熱  暮  
幻  卸丁／11／川  21  M   5  ＋  ／  不明  暮  
9■  加丁／11／川  51  H   22  ＋  ＋  ／  ブタホルモン、ブタレ′ら－   十分加熱  ●  

15  2∝け′tl′1d  15  H   1丁  ＋   ブタ精肉  十分加熱 半生  暮  
ブタレバーー  

℡○  珊7／1†／1I  58  u   13  ＋  ／  レバー．ホルモン   不明   ▲  
07  ・2tD7ハl／1，  2イ  H   ■8  ＋  ／  不明  ■  
00  2（泊丁′tl／21  Jl  H   25  ＋  不明  ■  
9g  細丁／11／29  12  M   21  ＋  ＋  不明  書  
t00  2（叩7／lt／：姶  3t  H   42  十  十  ＋   ／  レバー   不明   ■  
101  知／Ot／08  85  H   3d  ＋  ／  ウシ精肉、ブタ精肉   十分加熱  ■  

102  2（氾8／01ノ1丁  48  F   ＋  ＋  ＋   ブタホルモン、シ九精肉  十分加熱   七 
ウシ編肉  半生   

103  2α：肌1′2℡  5†  叫   t2  ＋  ／  ブタレバー、ブタホルモン   十分加熱  ■  
tO4  肌竹∽H  1t   H   ■丁  ＋  ＋  十  不明  ■  
105  脚2／08  57  H  ＋  ／  ブタホルモン   十分加熱  暮  
100  醐リー3  42  H   ∂5  ＋   ／  不明レバー   十分加弘  ●  

†0丁  2∝は／02／t：I  00  M   87  ＋  ＋  ＋  ／  不明  ■  
108  ま∝腑Il  コ0  M   2l  ＋  不明  ★  
10，  2冊／W25  81  F   28  十  喫食歴なし  暮  
1†○  2∝鳩／W2l  J2  山   小  ＋  ＋  ＋  ／  ブタ糟内、ウシ精肉  十分加熱  暮  
l‖  酬29  5l  H   ～l  ＋  ／  ブタ精肉 十分加熱  暮  
112  2㈹／∝レ30  1書  F   9  ＋   ／  不明レバーー   十分加熱  暮  
113  裂X嶋／Ⅳ18  48  H   13  ＋  不明  暮  
114  2∝岨ノ／85／12  38  H   12  ＋  ブタ積内、ブタホルモン   半生   無  
115  棚／醐  39‘  F   ‡9  ＋  不明  ■  
11●  2（嘲／∝レ28  1丁  H   ■8  十  ブタホルモン   十分加熱  ■  

l‖  酬／（H  43  ・ H   ：は  十  十  十   ウシレバー  生  
ウシホルモン．ウシ、ブタ、ヒツジ精肉  十分加熱  ■  

‖柑  加08′WOT  42  M   ＋   ウシレバー  生  
ブタ精肉  十分加熱  t  

119  2∝栂／00／2：I  48  M   IT  ＋  ／  ウシ．ブタ、ヒツジ楕肉   半生   ★  

120  2∝岨／07ハ0  3g  M  さ2  ＋   ウシ、ブタ．ヒツジ橋肉  
ウシ、ブタ、ヒツジ精肉   

半生  
十分加熱  ■  

問診  
N仇  採血日  年齢  闇l  ∧l＿丁 （ル／U   l草食歴筑査  遡及対た  

H亡∨抗体   田   紘当 ※1  供鎧製鋼   受血書傾欄  

12l  2∝岨／0丁ハl  89  M   28  十  不明  ■  
t22  2（X巧／07／28  ユ4  ll   35  ＋  ／  ウシ精肉、ブタ精肉   十分加熱  ■  
123  2α〉8′0丁／27  諏  M   45  ＋  ／  不明  暮  
†24  2∝鳩／OT／3¢  2●  H   10  十  ／  不明  ■  
125  2（氾8／伽y20  1l  H   tT  ＋    ＋   ／  不明  ■  
12l  酬／03  卸  H   28  ＋  ／  不明  ■  
12丁  ▲ll；l’l；  ユ5  H   川  ＋  ／  不明  ■  
128  酬／09  2ュ  F 24  ＋  ブタ、ヒツジ精肉   十分加熱  ■  
129  酬′1¢  刀  F   18  十  十  －t ／  不明  暮  
1；拍  Ll‘：l⊥ ；  ・ 58．    M   2t  ＋  ／  不明  ■  
131  2（伽／09′tT  d2  H   3丁  ＋   ／  ウシレバー．ブタレバー   十分加熱  舞  
132  2α沌／○，／23  ■2  仙   38  ＋  ／  ブタ精肉、ブタレノく「   十分加熱  ■  
133  酬／25  ユ5  M   18  ＋ 不明  ■  
t‡1  酬／27  加  H   22  ＋  不明  t  

lさ5  瀾ノーOノ10  50  H  8t  ＋  ウシ、ブタ、ヒツジ構内   不明   暮  
136  御ハq／11  89  F   Ⅰ5  十  ／  ウマ幕内   生   暮  
13丁  2∝旧／lVt4  5l  H   13  ＋   ／  不明レバー   生   ■  
t38  2㈹′l仇／18  ；姶  F   28  ＋  不明  ■  
l＝怜  加鴫／11ノり3  37  H   22  十  ／  ウシホルモン．ブタ♯内 半生   ■  
り○  封X絶′ll／ll   4l   F   ＋  ／  不明  ■  
14l  刑／1摘■  52  －M   18  ＋  ブタレバー   十分加点   義  
t■2  皿′†2／20  1丁  H   22  ＋  ／  ウシ、ブタ、ヒツジ村内   十分加熱  暮  
1Jは  2㈱′01′1a  預）  M   27  ＋  ／  ウシ・ブタ（凱札レバー、ホルモン〉   十分加熱  暮 
1■l  2∝愉′01／2丁  55  H   十  不明  暮  
115  2∝怜パ泣／1t  3丁  H   2も  ＋  ／  不明ホルモン  十分加熱  暮  
t彿  甜／W川  59  ・F   2ユ  ＋  ／  ブタレ′キー   不甲   暮  
t一丁  柵  20   F   42    ＋  ＋  ウシ．ブタ＃内   半生   t  
1■▲  2（氾○／00／11．  丹  H  4  ＋  ブタレバー、ホルモシ   十分加熱  ・義  

149  抑1l  35  F   29  ＋   生  
／  ウシレバー ウシ・ブタホルモン  半生 義  

1％  珊凧■    F   12  十  ／  不明ホルモン  不明   暮  



弾  
埜 亜  
8  

恥【  

⊂】 ■  

撫  

日     H  宗  罵    買  忘  誘    日   

事  務  連  絡  
平成21年11月13日  

日本赤十字社血液事業本部 御中  

薬事・食品衛生審議会血液事業部会事務局  

厚生労働省医薬食品局血液対策課  
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血液事業の推進に御努力いただき、厚く御礼申し上げます。   

さて、標記につきましては、平成21年7月3日付け血安第271号にて貴  

社から報告を頂いたところですが、平成21年12月10日（木）に平成21  

年度第3回血液事業部会運営委員会が開催されますので、下記の事項について  

資料を作成いただき、平成21年11月20日（金）．までに当事務局あて御提  

出いただきますようお願いします。記の11については、平成21年7月2寧  

日開催平成21年度第2回血液事業部会運営委員会提出資料を更新のうえ、再  

度御捷出ください。   
なお、資料の作成に当たっては、供血者、患者及び医療機関の名称並びにこ 

れらの所在地又はこれらわ事項が特定できる情報を記載しないよう、個人情報  

及び法人情報の保護に特段の御配慮をお願いします。  

記   

1．平成15年9月5日付けで報告された輸血用血液製剤でHIVの感染が疑   

われる事例について、残る2人の供血者のその後の検査結果。来訪がなけれ   

ば、その旨。   

2．平成16年3月22日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝   

炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る5人の供血者のその後の検   

査結果。来訪がなければ、その旨。   

3．平成16年11月26日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型   

肝炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る7人の供血者のその後の   

検査結果。来訪がなければ、その旨。   

4．平成17年1月12日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝   

炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る4人の供血者のその彼の検  
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査結果。来訪がなければ、その旨。   

5．平成17年2月4日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎   

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る1人の供血者のその彼の検査   

結果。来訪がなければ、その旨。   

6，′平成17年6月23日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝  

炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る4人の供血者のその後の検   

査結果。来訪がなければ、その旨。   

7．平成18年4月7日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎   

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る9人の供血者のその後の検査   

結果。来訪がなければ、その旨。   

8．平成18年6月5日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎   

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る1人の供血者のその後の検査   

結果。来訪がなければ、その旨。   

9．平成19年2月20日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝  

炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る1人の供血者のその後の検   

査結果。来訪がなければ、その旨。   

10．平成18年2月15日報告、3月8日付けで追加報告された輸血用血液   

製剤でHCV（C型肝炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る3人   

の供血者のその後の検査結果。来訪がなければ、その旨。   

11．試行的HEV20プールNATについて、その後の調査実施状況。  

血 安 第 4 5 2 号  

平成21年11月20日  

厚生労働省医薬食品局血液対策課長様  

日本赤十字社   

血液事業本部長  

血液製剤に関する報告事項について（回答）  

平成21年11月13日付事務連絡によりご依頼のありました標記の件について  

は、下記のとおり資料を作成しましたので報告いたします。  

記   

1．平成15年9月5日付けで報告された輸血用血液製剤でHIVの感染が疑   

われる事例について、凍る2人のその後の来訪なし。（8名中6各が来所、   

検査は全て陰性）  

2．平成16年3月22日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎   

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る5人のその後の来訪なし。．（37   

名中32名が来所、検査は全て陰性）  

3．平成16年11月26日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝   

炎ウイルス）’感染が疑われる事例について、残る7人のその後ゐ来訪なし。   

（48名ヰ41名如来所、検査は全て陰性）  

4．平成17年1月12日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎   

ウイルス）感染が疑われる事例について、簸る■4人のその後の来訪なし。（16   

名中12名が来所、検査は全て陰性）  

5．平成17年2月4日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B翠肝炎   

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る1人のその後？来訪なし。（追   

跡調査対象の4名中3名．が来所、皿Ⅴ－D甑は全て陰性。1名はⅦc抗体がEIA   

法のみ陽性HI法陰性、その他の者は全て陰性）  
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6・平成17年6月23日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎   

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る4人のその後の来訪なし。（20   
名中16名が来所、検査は全て陰性）  

7・平成18年4月7日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎   

一 ウイルス）感染が疑われる事例について、残る9人のその彼の来訪なし。（53   
名中44名が来所、HBV－DNAは全て陰性。2名はHBc抗体及びHBs抗体陽性、   

1名はms抗体のみ陽性、その他の者は全て陰性）  

8・平成18年6月5日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎   

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る1人のその後の来訪なし。（29   

名中28名が来所、HBV－DNAは全て陰性2名はHBc抗体及びHBs抗体陽性、   

1名は㈹s抗体のみ陽性、その他の者は全て陰性）  

9・平成19年2月20日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎   

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る1人のその後の来訪なし。（3   

名中2名が来所、検査は全て陰性）   

10・平成18年2月15日報告、3月8日付けで追加報告された輸血用血液製剤   

でHCV（C型肝炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る3人の   

その後の来訪なし。（81名中78名が来所、検査は全て陰性）   

11・試行的HEV20プールNATについて、その後の調査実施状況につい  

ては別紙のとおり。  
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